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平
成
Ｓ
年
の
回
連
海
洋
法
条
約
の
批
准

に
よ
り
、

一
■
日
海
里
時
代
を
迎
え
て
ま
し

ナ，、。
水
産
資
源
の
悪
化
等
に
よ
る
漁
獲
量
の
減

少
、

漁
業
就
業
者
の
減
少
、

漁
民
の
高
齢

化
、

活
力
の
低
下
等
、

水
産
資
業
は
巌
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

水
産
物
を

安
定
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
生
活

に
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
二
百
海
里
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
基
本
法
を
制
定
す
る
動
き

は
、

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ

っ
て
政
策
の

具
体
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
達
釣
り
人

は
、

遊
魚
者
と
呼
ば
れ
遊
魚
関
係
事
項
は
、

徐
々
に
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
り
、

社
団
法
人
全
釣
り
協
に
は
度
々
答

中
が
あ
り
ま
す
。

全
釣
り
協
は
、

釣
り
人

の
代
非
と
し
て
そ
の
責
務
を
全
う
す
べ
く

努
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、

遊
魚
を
含
む
資
源
管
理
に
つ
い

て
海
面
、

内
水
面
の
水
産
資
源
が
適
切
に

行
え
る
よ
う
次
の
事
項
を
考
え
て
い
ま
す
。

３

利
用
と
負
担

Ｃ
情
報
の
開
示

３
ラ
イ

セ
ン
ス
制

Ｃ
遊
魚
船
業
者
の
規
制

こ
ブ

レ
ー
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

の
規
制
等
が
あ
り
ま
す
．

０
及
び
Ｃ
に
つ
い
て
は
次
年
度
の
課
題
、

ま
た
、

０
・ｅ
Ｃ
に
つ
い
て
は
全
釣
り
協
は

意
見
を
提
示
す
る
た
め
意
向
を
集
約
中
で

あ
り
ま
す
。

特
に
ラ
イ
セ
ン
ス
制
に
つ
い

て
は
、

絶
対
反
対
を
表
明
す
る
が
、

放
流

資
源
の
利
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

情
報
の

公
示
を
義
務
付
け
す
る
方
向
で
、

海
面
内

水
面
共
に
協
力
す
る
こ
と
が
遊
魚
者
の
立

場
と
考
え
る
意
向
が
強
い
．

内
水
面
に
お

い
て
水
産
動
物
を
捕
食
す
る
外
来
魚

（特

に
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ス
、

ブ
ル
ー
キ
ル
、

コ
グ

チ
バ
ス
）
は
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
―サ
人
の

増
加
に
伴

い
こ
れ
ま
で
生
息
し
て
い
な
か

っ
た
水
域

へ
の
移
植
が
行
わ
れ
、

そ
の
生

息
域
が
急
速

に
拡
大
し
て
い
る

一
こ
の
た

め
、

増
殖
し
て
い
る
水
産
資
源
に
松
争
が

出
て
い
る
こ
と
や
、

漁
業
者
や
そ
の
他

の

遊
魚
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
各
地
で
発
生
し

て
い
ま
す
≡

ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
に
お

い
て
杉
植

の
制
限
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

移
植

の
制
限
は
取
り
柿
ま
り
が
困
難
な
た

め
、

ま
た
、

そ
の
効
果
も
少
な

い
こ
と
か

ら
、

生
忠
域
が
拡
大
し
続
け
て
い
る
の
が

現
状
で
す
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
愛
好
者

は
、

本
年
層
を
中
心
に
膨
大
な
人
口
で
、

釣
り
界
の

一
端
を
担

っ
て
い
ま
す
。

既
に

漁
業
権

の
対
象
魚
種
と
し
て
増
殖
が
行
わ

れ
て
い
る
所
も
あ
―ナ
棲
み
別
け
の
意
児
も

あ
り
ま
す
。

封
じ
込
め
と
駆
除
な
ど
の
結

合
的
な
対
策
を
講
じ
て
秩
序
を
構
築
す
る

方
向

に
あ
り
ま
す

釣
具
会

の
危
機
感

に
全
釣
り
協
も
協
力

し
、

ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
の
有
功
活
用
と
公
認

釣
り
場
の
設
置
要
請
署
名
運
動
を
■
成
１

２
年
１
０
月
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
．

各

都
道
府
県

の
水
産
課
は
、

外
来
魚
の
行
炊

流
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

ま
す
．

私
達
も
、

こ
れ
以
上
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
な

い
よ
う
密
放
流
を
防
止
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
．

一古
川

社
久
雄
一

毅

' 鍮
評

翡 鞭 韓
犠

頓 鱗
・

犠 沖
轟 鞠
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鶴
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Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
研
修
会
開
催

最
初
は
、

大
阪
府
農
林
水
産
部
水
産
課

の
森
課
長
補
佐
に
よ
る
漁
業
調
整
規
則
等

に
つ
い
て
の
現
状
や
、

遊
漁
船

・
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
の
問
題
で
今
後

の
課
題
寺
釣

り
人
に
と

っ
て
関
連
す
る
様

々
な
問
題
点

等
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ

内
容
に
つ

い

て

は

、

漁

業

法

、

水

産
資

源
保
護
法

、
用
語

の

定
義

、
漁
業
権

、
中

で
も

我

々
釣
り

人

が
直
面

し

て

い
る
問
題
と

し

て
は
、

水

産

動
植
物

に
有
害

な
物

、

水

質

の
汚

濁

に
関
す

る

こ

と
を
自

ら

の
手

で
知

ら
ず

知

ら
ず
う

ち

に
、

文
、

意

識
的

に
行

う
行
為
等
も

改

め

て
考
え

る
必
要

が
あ

る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
、

特

に
現
在

問
題
と
な

つ
て

い
る

「
ブ

ラ

ッ
ク
バ

ス
」

の
密

放
流
等

は
行

っ
て
は

な

ら
な

い
事

だ
と
肝

に
銘

じ
た
次
第
で
す
．

次

に
来
田
氏
に
よ
る
バ
ス
問
題
の
現
状

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
≡

特
に
気
に
な

っ
た

の
が
、

京
都
の
加
茂
―――
に
密
放
流
さ
れ
た

コ
ク
チ
バ
ス
等
は
、

オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
３

倍

の
ス
ピ
ー
ド
で
泳
ぐ
事
が
で
る
う
え
、

群
れ
を
組
ん
で
狩
り
を
を
す
る
魚
だ
と
聞

き
驚

い
て
し
ま
う
次
第
で
す
．

そ
れ
に
加

え
て
冷
水
に
も
強
く
渓
流
等

に
放
流
さ
れ

れ
ば
、

在
来
極
が
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
に

平蔵 ]2年 8月 6日 (日)

午後 l時 30分 ～4時

大阪市立福島区民センター

で実施

うも
な
り
か
ね
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
と
の

こ
と

．
釣
１，
人
と
し
て
は
心
病
む
事
で
す

．

ま
た
、

バ
ス
の
他
に
問
題
と
な

っ
て
い
る

ブ
ル
ー
ギ
ル
は
、

エ
ッ
グ
イ
ー
タ
ー
な
の

で
、

む
や
み
に
移
植
や
放
流
を
し
て
は
な

ら
な

い
魚
だ
と
十
分
認
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
．

二
番
目
は
、

今
人
気

の
船
釣
り
で
流
行

し
て
い
る
ブ
ギ
ン
グ
に
つ
い
て
、

吉
一問
氏

⌒Ｊ
Ｌ
Ａ
Ａ
）
よ
り
お
話
が
あ
―サ
ま
し
た
，

内
容
に
つ
い
て
は
、

釣
り
糸
が
す
イ
ロ
ン

か
ら
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ン
に
変

っ
た
事
で
伍
瑞
に

釣
呆
が
ア
ッ
プ
し
た
事
、

ま
た
、

タ
ッ
ク

ル
の
進
歩
で
釣
呆
が
５
倍
に
ま
で
ア
ッ
プ

し
た
キ
、

う
れ
し

い
話
が
あ
り
ま
し
た
．

こ
れ
は
、

釣
―サ
技
術
の
進
歩
と
熟
心
な
釣

り
人
の
研
究
心

の
結
果
で
あ
ろ
う
と
の
こ

と
で
す

十　
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

ラ
イ
ン
の

結
節
方
法
等
が
大
き
く
変
り
、

改
善
さ
れ

る
手
で
強

い
仕
掛
け
作
り
が
出
来
る
様
に

な

っ
た
こ
と
と
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ン
の
導
入
で
深

ダ
ナ
で
の
操
作
性
が
よ
―サ
良
く
な

っ
た
事

で
す
．
ま
た
現
れ
は
、

漁
怖

（プ

ロ
）
の

間
に
も
広
ま
―サ
、

高

い
人
気
を
得
て
い
る

「
ハ
オ
リ
ジ
グ
」
は
乱
獲

の
恐
れ
が
あ
る

程
開
く
、

今
後
は
ル
ー
ル
を
必
要
と
さ
れ

る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
釣
呆

が
増
え
た
事
に
、

我

々
も
気
を
引
か
れ
る

が
、

何
か
大
切
な
手
を
失
う

の
で
は
な

い

か
と
言
う
気
持
ち
が
心
の
片
隅
に
浮
か
ん

で
来
る
事
で
す
．

年

一
回
の
研
修
会
で
す
が
忘
れ
か
け
て

い
た
一手
々
一思

い
出
す
よ

い
機
会
だ
と
成
■
ン

ま
し
た
〓

⌒中
部
地
に
　
東
野

英
治
）

第
四
回
普
通
救
命
士

資
格
講
習
会

―
始
め
て
の
講
習
会
で
思
う
事
―

「
モ
シ
、

モ
シ
と
一府
を
叩
き
な
が
ら
」

の
呼
び
か
け
で
、

始
ま
る
第
四
回
普
通
故

命
士
資
格
講
習
会
が
、

大
阪
中
央
消
防
署

に
於

い
て
、

平
成

１２
年

ぶ
月

抑
日
開
催

き
れ
ま
し
た
≡

定
員

の
側
名

を
に
回

る

『
名

が
出
席

き
れ
消
防
平
所
属
敗
命
豚

共
感

の
指
準

の
ド
、

２
党

に
別
れ
実
技
講

習
を
主
体
と
し
た
個
人
指
導
が
行
わ
れ
、

緊
張
感

の
中
に
も
死
談
も
飛
び
交

い
和
な

雰
囲
気

で
、

こ
意
識
確
認

チ
〕！白

中
確
認

Ｃ
気
道
確
保

ｉ
≡呼
吸
確
認

こ
人
工
呼
吸

Ｃ
脈
拍
確
認
〓
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
、

実

際
に
人
形
を

モ
デ
ル
と
し
て
行

っ
て
み
る

と
、

確
認
、

確
保
と
占

っ
た
言
葉
き
え
発

せ
ら
れ
ず
に
】
惑
、

次
に
何
を
し
た
ら
と
、

頭
は
真

っ
′回
、　
一

秒

一
秒
が
生
化
を
別
け

る
と
一菅
つ
の
に
丁

　

フ
ロ
セ
ス
の
理
解
と

把
推
、

十ｔｆｉ
時

に
技
能
訓
練
■
う
大
切
き
も

痛
感
―
ンた
講
イ
公
で
あ

つ
た

（南
部
地
区

　

栄
林
源

ム
郎
）

, A P A N

本部掲示板

フ
ィ
ツ
シ
ン
グ

・

マ
ス
タ
ー
試
験
実
施

Ｈ
月

２５

。
２６
の
２
日
に
わ
た

っ
て

大
阪
市
北
区
天
満

の
ヒ
ュ
ー

マ
ン

・
ア
カ

デ
ミ
ー
大
阪
校
に
お

い
て
講
習
会
な
ら
び

に
試
験
が
行
な
わ
れ
た
。

東
京
以
外
で
試

験
が
行
な
わ
れ
る
の
は
は
じ
め
て
．

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

・
マ
ス
タ
ー

（上
級
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
制
度
は
水
産
庁
の
補

助
金
を
得
て
、

平
成

９
年
か
ら
始
ま

っ
た

も

の
で
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
経
験

３
年

以
上
の
実
績
を
も

つ
人
で
府
県
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
連
絡
機
構
、

広
域
同
体
な
ど
に

推
薦
さ
れ
た
人
に
受
験
資
格
が
あ
る
．

目
的
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
の
リ

ー
ダ
ー
あ
る

い
は
行
政
や
漁
協
組
合
と
の

折
衝
な
ど
に
あ
た
る
べ
く
、

十
分
な
経
験

と
知
識
を
持

っ
た
釣
り
人
を
養
成
す
る
こ

と
に
あ
る
．

今
回
は
九
州
、

中
部
、

北
陸
な
ど
各
地

か
ら
も

１８
人
が
受
験
、

外
日
の
ラ
イ
セ
ン

ス
制
度
、

水
産
法
規
の
現
状
、

魚
類
の
生

態
そ
の
他
、

現
在

の
我
が
日
に
お
け
る
最

古
同
権
揮
瞥
言
の
講
圭我
に
鈍
↑
心
に
聞
去
一人

つ
て

い
た
．

（副
会
長
　
来
田
仁
成
）

洋碑観叫ヤ
ｉ抑球“中”一・

“一一！一一一一！“

．「．！．一！　　！
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西区区民祭ユl
「楽しい鋼Llコ二十二」に

船めて参加して博う

西
Ｘ
区
民
祭
―サ
の

会

場

に
若
く
と
挨
拶

も

早

々
、

手

際
良
く

各

コ
ー
ナ
ー

の
設
営

が
始
ま

っ
た
一

い
か

つ
い
面

々
ン
浮
通
性
清
一

い
山
然

な
連
構
感

の

流

れ

に
、

私
も
白
ｉ

的

に
動

か
ず

に
は

い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

！

接

し

て
み
る
と
気

さ

く

で
暖

か

い
雰
囲
気

の
役
寅

さ
ん
ば
か
――

で
、

内

心

ほ

っ
レ
一心

一
第
な
で
お
ろ
」〓よ―ゥ

た
≡

始

め
良

け
れ
ば

終

わ
り
良

し

の
諺

通

―サ
、

天
気

に
も
意
ま

れ
良

い
こ
と
ず
く
め

の
始
ま
―サ
で
し
た
．

前
半

か
ら
後
半
と
途

切

れ
る

こ
と

な
く

、

私
達

の

コ
ー
ナ
ー
に

も
訪

れ

て
く
れ
る
家

族

や
、

子
供
達

の
実

顔
、

色

々
な
個
性
と

の
出
会

い
、

毛
針
を

巻

い
て
教
え
る
と

ｒ

つ
よ
り
も
、

初
め
て

出
会
う
人

々
と

の
語
ら

い
が
楽
し
く
、

会

場
も
人
人
人
…
、

あ

つ
と

い
う
問

の

一
口

で
し
た
．

エ
ビ

ツ
ー
ド
と
し
て

「
こ
こ
は
何
を
作

る

コ
ー
ナ
ー
で
す
か
」
と
小
学
生
三
人
グ

ル
ー
プ
が
行

っ
て
き
ま
し
た
．

す

る
と
前

に
教
え
た

一
人

の
子
供

が

「
俺
オ

ッ
チ

ャ

ン
に
数
え

て
も

ろ
お

て
巻

い
た
毛
針
ハ一

つ

持

つ

一ヽ

た

ね

ん
」

と
胸
を
族

―ナ
話
す
そ

の
限

の
奥

に
、

近
く

過
ぎ
よ

っ
た
ｆ

供

の
頃

の
自
分

の

姿

が

最

な

り
、　

ダ
ブ

つ
て

み
え

た

の
は
、

私
だ

け

で
は
な

（報
告
者
　
桃
浜
会
　
Ｈ
高
　
正
）

（
道
祀

）
当

日
、

財
団
法
人
日
本
釣
振
興

会
近
畿
支
部
　
事
務
局
長

の
稲

回
さ
ん
も

参
加
さ
れ
、

「
公
認

バ
ス
釣
り
場
増
設

の

お
願

い
」

の
署
名
活
動
を
実
施
さ
れ
、

多

数

の
著
名
を
区
民

の
皆
様
か
ら

い
た
だ
き

ま
し
た

，
ま
た
、

同
地
区

の
水
和
信
用
金

席
問
支
店
か
ら
七
名
も
活
動

に
参
加
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ

来
年
度
は
、

「
楽
し

い
釣
―ナ
コ
ー
サ
ー
」

で
独
自

コ
ー
ナ
ー
を

開
く
と

の
こ
と
、

大
き
な
期
待

が
広
が
り

ま
す
．

　

　

（中
部
地
区
　
井
波
良
幸
）

費i線亀活動報告

大 全

フ斉
釣
り
場
清
掃
デ
ー
と

ア

ミ
リ
ー
釣
り
大
会
に
協
力
参
加

Ｊ

Ｏ

Ｆ

Ｉ

大

阪

で

は

１０

月

１５

日

、

人
阪
泉
佐
野
市

の
食
品

コ
ン
ビ

ナ
ー

ト

⌒泉
佐

野
新
港

）

一
体

の
波
止
釣

―サ
場
で
催
さ
れ
た
日
本
釣
り
振
興
会

大
阪
府
支
部

・
ｉ
催

、
大
阪
府
釣
り

団
体
協
議
会
な
ど
協
力

の

「
全
国

一

斉
釣
―ナ
場
清
掃

デ
ー
」
と
協
賛
事
業

の

「大
阪
特
フ
ア
ミ
リ
ー
釣
り
大
会
」

の
運
営

に
協
力
参
加
し
ま
し
た
。

吉
川
会
長
は
じ
め
来

回
、

木
村
両

副
会
長
、

中
出
事
業
部
会
委
員
長
ら
Ｊ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
大
阪

の
会
員

２９
名
が
参
加

、
早
朝
午

一削
４
時

に
開

設

し

た
本

部

席

で

一
般

参

加

の

党
付

や

釣

魚

客

金

な

ど

に
あ

た

る

一
方

、
釣

り

場

で

の

指

道
ヤ
、　

ゴ

ミ
ヽ
の

回

収

な

ど

奉

仕

作

業

に
取

り
組
み
ま
し
た
≡

釣
り
場

の
清
掃

で
は
、

会
貝
ら
が
ゴ
ミ

袋
を
片
手

に
釣
り
場
を
回
り
、

テ
ト
ラ
ボ

ッ
ト
や
岸
壁

に
給

て
ら
れ
て
あ
る
空
き
缶

や
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
回
収
．

ま
た
、

つ
り

人
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
、

お
よ
そ
１
ト

ン
の
ゴ
ミ
を
凹
収
し
ま
し
た
ｃ

釣
―サ
大
会

で
は
、

家
族
連
れ

や
、

釣
り

グ
ル
ー
フ
な
ど
３
７
３
人
が

エ
ン
ト
リ
ー

ア
ジ
、

イ

ワ
シ
、

ス
ス
ギ
、

十

ヌ
な
ど

の

競
技
対
象
魚

の
腕
を
抗
う
な
か
、

会
貞
進

は
、

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
り
、

ビ
ギ

ナ
ー
相
手

に
釣
具
や
仕
掛
け

の
扱

い
方
な

ど
指
導
に
あ
た
―ナ
ま
し
た
．

⌒広
報
部
　
北
田
敬
明
）

広報部では、充実した会報の作成のための会員
の投稿を歓迎します。会運営に対する意見、提言。

また、釣り場の環境問題をめぐるレポートなど、
どしどしお寄せ下さい。

原稿は郵送またはFAXで お願いします。

大阪市中央区東心斎橋1‐9‐21ニ ュー長堀ビル

3階34号  大 阪府釣り団体協議会本部内

「JOFI大阪 ・広報部」

FAX.06口6245口 1360
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大阪湾チヌの稚魚放流事業

「茅
淳
の
海
ふ
た
た
び
を
」
合

い
言
葉
に
、

か

っ
て
の
よ
う
な
チ

ヌ
の
亀
小影
濃

い
大

阪
湾
を
取
り
戻
そ
う
と

日
本
釣
振

興
会

大
阪
支
部
と
大
阪
府
釣
り
団
体
協
議
会

の
呼
び
か
け

で
、

毎
年
行
わ
れ
て
き

た

チ

ヌ
稚
魚
放
流
事
業

は
今
年

で
１８
回
目

を
数
え
ま
し
た
。

８
月

２４
日
朝

９
時
過

ぎ
本
部
と
な

っ
た
堺
新
港

の
岸
壁

は
、

こ
の
日

の
た
め

に
集
ま

っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ァ
５０
余
人

（
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
は

３２
名

）
と

マ
ス

コ
ミ
関
係
者

２０
余
人

の
人
達

で
販

わ

っ
た
。

チ

ヌ
釣
り

の
人
気
は
今

で
も

根
強
く
、

最
近

で
は

「
チ

ヌ
の
宝
庫
」

と
し
て
知
ら
れ
る
大
阪
湾

に
は
全
国
か

ら
釣
り
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

水
質
も
徐
々

で
は
あ
る
が
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
、

「茅

淳

の
海
を

２‐
世
紀

に
引
き
継
ぎ
た

い
」

と
代
表
者

の
熱

い
挨
拶

の
後
、

大
阪
府

栽
培
漁
業

セ

ン
タ
ー

（岬
町
多
奈

川
）

で
育

て
ら
れ
た
チ

ヌ
の
入

っ
て

い
る
ト

ラ

ッ
ク
の
水
槽
か
ら
参
加
者
そ
う

が
か

り

に
よ
る
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
を
開
始
、

待

機
す

る
放
流
船

⌒九
高
渡
船

・
ヤ
ザ

ワ

渡
胎

）

の
胎
合
は
無
数

の
稚
魚

で
み
る

み
る
う
ち

に
活
気
づ

い
て
行
く
、

毎
年

の
こ
と
な
が
ら
折
―サ
か
ら

の
挨
拶
と
熱

気

で
全
員
汗
だ
く

の
作
業
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
．

こ
の
日
朝

に
約
６
セ
ン
チ

（
５

ヽ
７
セ

ン
チ
）
に
成
長

し
た
チ

ヌ
の
稚

魚
約
４
万
匹
を
大
阪
南
港

・
北
港
や
堺
市

・

岸
和

国
市
沖

で
放
流
し
ま
し
た
．

聞
く

所
に
よ
る
と
チ
ヌ
は
市
場
価
格
が
低
く
、

ほ
か

の
魚
と
比

べ
る
と
あ
ま
り

に
漁
獲

量
は
多

く
な

い
て

そ
れ

で
も
放
流

に
よ

り
生
息
数
が
増
え
た
と

み
ら
れ
漁
獲
量

も
増
え

て

い
る
そ
う

で
す
．
ま
た
、

大

阪

湾

の
水

質

改

善

も

チ

ヌ
の
生

一
息

数

の
増

え

た

要

因

と
考

え

ら

一
れ
ま
す
。

「
エ
サ
に
食

い
つ
か
な

い
は
ず

の
久

でヽ
も
釣
れ
る
こ

そ
れ
は
、

本
来

の
生
態

で
は
な

い
の
で
、

ほ
と

ん
ど
が
人

工
ふ
化

で
枚
流

さ
れ
た
チ
ヌ
で
あ
る
だ
ろ
う
！

」

と
ヤ
ザ

ワ
渡
船

の
店
ｉ
は
推
測

し
て
い
る
≡

（
報
告
者

　
伊
藤

静
肝
）

「チ
ヌ
の
擦
」震
っ
た

‐ヽ
■

■
一

簿

簿
簿

磨盛脊螢管甥 鮮ダ

i,1科li

活動報告

岬
マ
リ
ン
フ
ィ
ツ
シ
ン
グ

親
子
釣
り
大
会
の
運
営
に
協
力

南
部
地
区
委
員
階

で
は

８
月
６
日
、

泉
南

・
岬
町

一
帯

の
海
岸

で
開
催
さ
れ

た
岬

マ
リ

ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

０
実
行
一人女
員
会
主
催
の

「親
子
釣
り
大
会
」

に
参
加
ｃ

釣
魚
審
査
な
ど
大
会
運
営

に

協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、

『
マ

ナ
ー
を
釣

ろ
う
大
阪
湾
』
を

テ
ー

マ
に

海
の
環
境
保
全
や
地
域
交
流
を
呼
び
か
け
、

同
実
行
委
員
会
を
中
心

に
地
元
商
店
街

組
合

⌒共
催

）
日
釣
振
大
阪
府
支
部
、

毎

日
放
送
、

南
海
電
鉄

（後
援

）
地
元

各
漁
業
組
合

、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
南
部
地

区
委
員
会

（協
力

）
な
ど
各
種
団
体
が

参
加
、

毎
年
夏
休

み
期
間
中

に
開
催
さ

れ

て

い
る
町
ぐ
る
み
の
夏

の
恒
例
行
事

で
す
。

南
部
地
区
委
員
会
か
ら
５
人

の

メ
ン
バ
ー
が
参
加
、

早
朝
６
時
か
ら
淡
輪
、

深
日
港

で
大
会
受
付
を
始

め
、

釣
魚
客

査
会
場

の
設
宮
。
ま
た
、

大
会

に
参
加

し
た
大
阪
を
始
め
和
歌
山
、

六
不
良
、

京
都
、

兵
庫
県
下
の
家
族
連
れ
な
ど
１
２
０
組

⌒３

０
０
人
）

の
釣
り
指
導

や
釣
魚
審
査
を

表
彰
式

で
の

審

査

評

な

ど

、
真
夏

の

カ

ン
カ

ン
陥
小

り

の
も
と
汗

だ
く
で
活
動

を

展
開
、

町

当

局
を
始

め

大
会
関
係
者

か

ら
多
大
な

感
謝

の
言
葉
と
、

次
回
２
０
０
１
年
度

開
催

の
協
力
要
請
を
受
け
ま
し
た
≡

な
お
、

こ
の
活
動
模
様

は
、

地
元

の

ケ
ー
ブ

ル
Ｔ
Ｖ

「
テ
レ

コ
ム
リ

ん
く
う

チ
ャ
ン
ネ
ル
９
」
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
、

⌒報
告
者

　
北
田

敬
明
）

淀
川
”わ

ん
ど
“ク
リ
ー
ン

大
作
戦
に
行

っ
て
き
ま
し
た

さ
る
、

平
成

１２

年

７
月

１６
回
淀
川

河
川
敦
き

、
城
北

の
わ
ん
ど
地
区
で

淀
川

『
わ

ん
ど
』

ク
リ
ー

ン
大
作
哉

と
名
づ
け
清
掃
作

業
と
■
物
詞
合
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
行
事

は
、

主
催

・
建
設
省
を

は
じ
め
給
勢

１５
団
体

１
、

５
０
０
人
近

い
人
数
が
集
ま
り
、

大
規
模
な

ク
リ
ー

ン
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
　
我
が
釣

リ
イ

ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
は
、

結
勢

１９
名

が
参
加

し
、

立

っ
て

い
る
だ
け

で
も
汗

ば
む
カ

ン
カ

ン
照
り

の
こ
の
日
、

皆

で

淀
川

『
わ
ん
ど
』

の
清
掃
奉
仕
を
行

い

ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動

に
よ
り
、

多
く

の
人
達

に

「
我
が
同
体
大
阪
府
釣

リ
イ

ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
連
絡
機
構
」

の

存
在
と
価
値
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

の
も

と

に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
〓

今
後
と

も
淀
川
が

い
つ
ま

で
も

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遊

淀
川
」

で
清
ら
か
な
美
し

い
川

で
あ

っ

て
欲
し

い
も

の
と
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん

⌒
報
告
者
　
演
Ｌ

動
ど
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釣り教室
レポート

JOFlによる大阪市内初の
フイッシングスクール

西区フイシングスクール
第

１
回
　
面
に

フ
ィ

ッ
シ

日
時
／

７
用

思
日

一土

）

場
所
／
西
区
民

セ

ン
タ
ー

対
象

／
小
学
ｉ

〈
１
日
日

〉

／
グ

ス
ク

ー

ル

９
日

（
日

）

参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
釣
を
知
ら
な

い
小

学
生

１７
名

・
成
人
女
性

１
名

の
技
講
生
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

最
初
は
や
は
り
小

７゙
生
で
す
、

お
土
産
が
気
に
な
リ
ザ
ワ
ザ

ワ
し
て
い
ま
し
た
が
、

講
習
が
始
ま
る
と

雰
囲
気
は

一
変
し
未
知

の
釣
に
目
を
輝
か

せ
熱
心
に
聞
き
入
り
、

鈍

い
質
問
が
飛
び

交

い
講
師
は
嬉
し

い
悲
鳴
を
上
げ
、

冷
や

汗
を
か
き
な
が
ら

ニ
コ
エ
コ
顔
で
進
行
し

ま
し
た
。

最
後

に
仕
掛
作
り
の
予
習
と
し

て
、

外
掛
け
本
格
び
を
ひ
と
と
お
り
説
明
、

２
日
日
の
宿
題
と
し
て
、

子
供
達
に
お
上

産
を
渡
し
１
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
、

〈
２
日
目

〉

本
国
１
番
目
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
仕
掛
作

り
か
ら
、

ま
ず
昨
日
の
宿
題
の
外
掛
け
本

結
び
か
ら
ス
タ
ー
ト
．

家
で
相
当
練
習
し

た

の
で
し
ょ
う
、

お
分
も
す
る
と
大
部
分

の
子
供
が
出
来
る
よ
う

に
成
り
ま
し
た
。

後
は

〈
テ
グ
ス
結
び

・
チ
チ
ワ
結
び

‘
ブ

シ

ョ
ウ
付
け

〉
を
練
習
し
ま
し
た
。

な
か

な
か
出
来
な
く
て
泣
き
出
す
子
も

い
ま
し

た
が
皆
良
く
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

次

は
子
供
達

の
作

っ
た
仕
掛
に
餌
の
ミ
ミ
ズ

を
刺
し
て
も
ら

い
ま
し
た
、

こ
れ
は
貢
接

触
れ
ら
れ
な

い
子
供
も

い
て
、

現
代

の
ル

ア
ー
フ
ィ
シ
ン
グ
隆
盛

の

一
端
を
垣
間
見

た
気
が
し
ま
し
た
．

マ
ナ
ー
講
習
で
は
講

師

の
実
体
験
を
織
―，
ま
ぜ
た
危
険
回
避

・

自
然

へ
の
慈
し
み
を
、

身
ぶ
り
手
ぶ
り
と

解
り
易

い
言
葉
で
子
供
達

に
伝
え
、
１
人

で
も
多
く
の
健
全
な
釣
り
人
の
育

つ
こ
と

を
願

っ
て
、

講
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し

ま
し
た
。

最
後
は
子
供
達
期
待

の
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で
す
。

賞
品
の
山
を
目

の
前
に
し
て
子
供

達
は
真
剣
そ
の
も
の
、

成
声
を
揚
げ
な
が
ら
の
ゲ
ー
ム
の
末
、

順

位
も
決
ま
り
全
員
に
賞
品
を
賠
―，
、

西
区

民
祭
で
の
再
会
を
約
束
し
て
子
供
達

の
笑

顔
と
別
れ
ま
し
た
。

私
達

に
は
実
際
の
釣

と
は
違
う
心
地
よ

い
成
れ
が
、

明
日

へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
沸
き
立
た
せ
て
く
れ
た
よ

う
で
す
。

最
後
に
成
り
ま
し
た
が
、

本
講

習
会
を
開
催
す
る
に
も
り
お
世
話
に
成

っ

た
皆
様
、

子
供
進

へ
の
お
上
産

・
賞
品
で

御
協
力
頂
き
ま
し
た
業
界
格
位
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

★
Ｔ

ｏ
Ｐ
ｉ

ｃ
　
Ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
★

釣
教
室
受
講
生
の
保
護
者
の
方
か
ら
お

礼

の
言
葉
を
頂

い
て
お
り
ま
す
の
で
、

紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
．

『学
校
で
は
何
を
し
て
も
認
め
て
も
ら
え

ず
塞
ぎ
が
ち
に
成
り
不
登
校

に
至

っ
て
い

た
子
が
、

釣
教
室
か
ら

ニ
コ
ニ
コ
と
明
る

い
顔
で
帰

っ
て
き
て
、

自
分
か
ら
昨
日
と

今
日
の
楽
し
か

っ
た
事
を
色

々
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

仕
掛
作
り
そ
の
他
で
出
来

な

い
友
達
に
教
え
る
事
も
出
来
、

先
生
か

ら
認
め
て
も
ら

っ
た
と
言

い
ま
す
。

そ
う

い
う
事
か
ら
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
成
り
、

「
明
日
か
ら
学
校
に
い
く
」
と

ま
で
言

い
ま
し
た
。

子
供
に
と

っ
て
、

良

い

「
癒
し
」

の
場
、

自
信
を
持
て
る
場
を

作

っ
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
３
と
の
事

で
す
。

　

　

（報
告
者
　
一昧
原
ケ
ン
シ
）

平
成
２
年
度

・
泉
佐
野
市

「市
民
海
釣
り
教
室
」
開
催

南
部
地
区
委
員
会

で
は
、

９

月

３
日
か
ら
毎

日
曜

日
の
３
回

に
わ
た
り
、

泉
佐

野
市
生
涯
学

習
セ

ン
タ
ー
で

「
市
民
海
釣
り

教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
．

同

セ

ン
タ
ー
恒
例

の
講
座

で
、

今

年

で
７
年

日

の
開
講
．

第

一
週

目
は

「
釣
り

の

マ
ナ
ー
と
事
故

防
止
」

「
釣
具

の
知
識
」
第

二

週
目
は

「
各
種
波
止
釣
り
仕
掛

け
と
糸

の
結
び
方
」

「
実
釣
り

に
備
え

て
」

な
ど

の
講
座
。

第

三
週
日
は
和
歌
山

マ
リ
ナ
ー
シ

テ
ィ
海
釣
り
公
園

で
の

「
実
釣

会
」

の
日
程
で
行

い
ま
し
た
．

今
年

の
受
講
者

は
、

子
育

て

の
役

目
を
呆
た
し
た
主
婦

や
、

定
年
を
迎
え

、

こ
れ
か
ら

の
人
生

に
釣

り

の
趣
味
を
生
か
せ
た

い
―
と
言
う
中

高
年
層

の
方

々
で
占
め
、

テ
キ

ス
ト
片

手
に
熱
心
に
講
義
に
耳
を
傾

け
ら
れ
た
ほ
か
．

海
釣
―サ
公
国

で
の
実

釣
会

で
は
、

厳

し

い
残
暑
も
厭
わ
ず
小

ア
ジ
や

コ
ノ
シ

ロ
３

３０
、
４０
セ

ン
チ

の

ソ
マ
カ
ツ
オ

（
ソ
ー
ダ
カ
ツ
オ
？
？
？
）

や
ボ

ラ
な
ど
を
釣
り
上
げ

る
な
ど
、

釣

り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
，

（報
告
者

南
部
地
区

北
田

敬
明
）
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来

大

阪
市

社

会

教
育

セ

ン
タ
ｌ
ｉ

催

の

「
純

子

ふ
れ

あ

い

つ
り

入

門
教

生

」

に
、

私

辻

釣

リ

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ
ー
は
６
名
参
加

協
力

し
ま
し
た

こ

の

釣

り

教

午

は
、

「
釣
―サ
を
通

じ

て
親
■

の
ふ
れ

あ

い
を
は
か
る
」

，
」
レ
デ
官
Ｈ
口
的

ド
い
、

小
学
生
以
上

の
親

子
を
対
象
と
し
ま
し
た

．
市

の
広
報
祇
で

あ
る

一
市
政
だ
よ
―サ
」

て
参
加
者
を
募
集

し
た
所
、

多
数

の
方
か
ら
の
問

い
合
わ
せ

応
募
が
あ
――
、

２‐
組
高
名
の
参
加
応
募
が

あ
り
ま
し
た
一

第

一
」１
日
は

、
ヤ
成

１２
年

９
月

虫
日

一
――
≡
東
大
阪
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
１
３

附
祝
聴
党
教
年
で
、

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
創
会

長
の
来
田
氏
の
技
”
か
ら
始
ま
―サ
、　

一‐釣

り
の
ル
ー
ル
と

マ
十
１
」

「
仕
掛
け
の
作

り
方
」
を
行
い
ま
し
た

一

第
二
口
日
は
、

１０
月
Ｈ
日

⌒上
）

「
海
水
魚
を
知
ろ
う
」

と

「海
釣
―サ
仕
掛
け
の
準
備
に
つ
い
て
」
、

先
技
と
し
て

「
う
キ
め
作
り
方
」
々
〕行
い
、

第

‥
口
…
…
４
は
、

抑
サー

タ
ーー

⌒
回
二

‐
釣

―サ
の
安
全
知
識
に
つ
い
て
」
は
、

松
井
康

距
釣
中
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

一東
大
阪
市

消
防
―十ｉｊ
勤
務
）
に
よ
る
人
正
呼
吸
の
生
技

を
合
め
、

安
全
な
釣
―サ
を
す
る
た
め
の
如

訳
を
講
美
し

「
釣
り
場

へ
行
く
前
に
」
と

趣
し
て
、

サ
ビ
キ
釣
り
の
実
演
指
導
を
行

い
ま
―
工
た

親
十
で
協
力
し
な
が
ら
の
仕
掛
け
作
り
、

子
供

の
仕
掛
け
作
り
が
完
成
し
て
も
ま

だ
出
来
な
い
父
親
、

子
供
に
教
え
る
母
親
、

協
力
し

て
作

る
兄
弟
と

ほ

の
ほ

の
と

し

た
風
景
が
、

展
開
し
て
い
ま
し
た
【

第

四
口
川
は
、

１０
月

努
日

一
土
）
東

大
阪
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

ヘ
朝
Ｓ
時
３

０
分
に
集
合
し
、

実
習
会
場
で
あ
る

「
和

歌
山
北
港
釣
り
公
園
」

へ
向
か
い
ま
し
た
こ

そ
れ
ぞ
れ
の
人
達
に
、

サ
ビ
キ
釣
り
の
竿

・

仕
掛
け

‘
撒
き
餌

の
ア
ミ

エ
ビ
と
青
イ

ソ

メ

，
水
波
ス
バ
ケ
ツ
等
を
準
備
し
、

参
加

者
に
波
し
ま
し
た
〓

参
加
者
の
中
に
は
、

講
共
で
得
た
知
識
を
も
と
に
、

自
分
で
仕

掛
け
年
を
準
備
し
、

早
く
か
ら
釣
―サ
を
楽

し
ん
で
い
る
人
も
多
く

い
ま
し
た

一
始
め

て
か
ら
す
ぐ
に
、

十
供
進

の
歓
声
が
あ
が

だ
し
、

父
親
け
記
の
方

々
も
子
供
時
代

に

か
え

っ
た
よ
う
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
　
釣
雅
と
し
て
は
、

ガ
シ
ラ
が
お
も

で

合
体
て
１
０
０
に
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、

帰

――
の
バ
ス
で
は
判
に
出
慢
す
る
≡
供
、

ま

心
に
か
え
―ナ
楽
し
か

っ
た
　
田
に
満
楽
足

名
五
竺
く
い
ま

し
た
ｔ

な

か

に
は
次

回

の

釣
り
教
争
時

期
を
尋
ね

て

来

ら
れ
る
け

乱
も
あ
―サ
ま

―
し共／．
．

蚤釣り教室
レポート

大
東
市
野
崎
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

『ふ
れ
あ
い
釣
り
教
室
』

本

年

度

の
釣

―サ
教

生

は

、

二

阿

に
分
け

て
行

い
ま

し
た

！
実

施

時

期

は

、

５

月

２７
日
か

ら
各

週

、
■

曜

Ｈ

の

４

日

間

を

前

期
、

内
水
面
の
釣
的
教
室
と
し
ま
し
た
、

後
期
は
海
水
雨

の
釣
ｂ
を
、

１０
月

７
日

よ
―ナ
各
週
土
曜
日
３
凹
と
、

４
回
日
は
釣

―ナ
大
会
を
伴

っ
て
実
釣
り
と
し
ま
し
た
．

今
回
の
特
色
は
、

内
水
面
で
は

「
へ
ら

浮
木
」
作
り
を
行

い
ま
し
た
一

講
師
に
は

フ
イ

ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
で

へ
ら
汗
木

の
出

展
を
さ
れ
て
い
た
、

近
畿

へ
ら
鮒
釣
り
連

幣
の
〕頂
一承
賢
治
氏
の
協
力
で
、

ス
ト

ロ
ー

を
使

っ
た
浮
木
作
り
を
行

い
ま
し
た
　
ま

た
、

後
期

の
海
水
面
で
は
講
義
の
他
、

渡

に
の

「
へ
千
竿
」
を
作
り
ま
し
た
、

出
来

は
各
由
各
様
満
足
の
い
く
十
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

釣
―サ
大
会
及
び
実
技
は

５６
名

の
参
加

が
あ
―サ
、

淡
輪
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

′
ホ

灯
波
止
で
実
施
染
ま
し
た
を

教
生
で
作

っ

む

家

族

す

れ

の
婆

も

兄

ら

れ
ま

し
た

．

今

川

の

つ
―サ

教

生

で
、

行

な

っ
た

■
作

は
保
護
者

の
方
か
ら
大
変
よ
か

っ
た
、

と

の
，百
掌
一を

い
た
だ

い
た
と
の
主
Ｐ
で
―
ャた

一報
缶
者

　

東
野

え
治

一

大
東
市
野
崎
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

釣
り
教
室
お
礼
の
手
紙

晩
秋
の
候
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
中
し
Ｌ

げ
ま
す

，

さ

て
、

こ
の
た
び
、

当

セ

ン
タ
ー
の
釣

L i l  lュiい い カ
大 に え た い く
東 て く 持 た だ
市 御|だ 様 し き
ヤ1礼 き 方 ま ヽヽ
lP j ' 1 1 1 tにヽ

'す~ま

出liし  も  ヤ十
i午11ま な ま よ
少 |すず に た う

増 鉄 手 ‖舟 二 ご ゴ
||1育  伎 よ 協 ろ

‖分す 弁そユ|
ドタ 々  デ )(た ゎ

| | |お だ 町

す 会 人 う

を と て
イ畢の オ支
る ′S、 仲,
こ れ や
上 あ も|
が ヽヽ 十1'('G と

 げ)

ま 機
｀

と ｀ げ)′とヽ
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りの集い』
の 本
集 年
t、 も
一 ll

ヵ∫ 伊」
、の

子拷
月、交

品 驚｀
 金勺

10  1 )

月
狂

べ
ぶ
日
問
開
催
き
れ
、

家
族
共

々
１

３
０
０
名
が
、

大
阪
府
枚
方
法
処
叫
場
安

定
池

⌒大
阪
府
淀
川
左
岸
流
域
下
水
施
設
）

に
て
終
回
釣
―サ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年

度
も
、

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
北
部
地
区

の
メ
ン
バ
ー

及
び
地
元
枚
方
渚
釣
友
会
に

よ
る
釣
リ

マ
ナ
ー

・
実
技
を

日
的
と
し
た

「
釣
り
教
室
」

を
も
開
催
、

２
５
０
名
が
受

講
し
無
事
好
評
裡

の
う
ち
終

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
本
部
及
び
日
本
釣
振
興

会
製
作

の

「
ゴ
ミ
袋
」

「参

加
記
念
品
」
等

の
配
布
を
行

い
、

環
境
保
全
に
努
め
ま
し

た
ｃ

（報
告
者

北
部
地
区

中
出

隆
文
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

「釣
り
章
講
習
考
査
会
』

ホ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
技
能
章
指
導

の

一
環

と
し
て
、

開
催
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
な
に
わ
地
区
進
歩
委
員
会
主
催
の
「
釣

り
章

講
習
考
査
会
」

は
、

今
年
も

１０
月

２２
日

（日
）
に
大
阪
府
立
青
少
年
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪

の
メ

ン
バ
１
７
人
が
参
加
し
て
指
導
あ
た
り
ま

し
た
．

ホ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
達
が
、

正
し

い

釣
り

の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を

学
習
し
、

安
全
に
楽
し

い
釣
り
人
生
を
送

れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

釣
り
が
大
好
き
と
話
す

「
堺
第

‐６
団

井
藤

恵
君
」

へ
釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
挑

戦
し
て
考
奇

中只
に
な
る
よ

う
す
す
め
る

と
、

「
頑
張

つ
て
み
ま
す
」

と
力
強

い
答

え
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の

彼
ら
の
成
長

を
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
、

（報
告
者
　
中
部
地
区

柴
崎

隆
）

和
東
町
キ
ヤ
ン
プ
＆

フ
ィ
ツ
シ
ン
グ
報
告

和
束
町
は
京
都

・
滋
賀

・
奈
良

の
山
境

に
位
置
し
、

海
抜
６
８
７
メ
ー
ト
ル
の
鷲

峰
山

（修
験
場
で
有
名
）
和
束
川
の
ほ
と

り
に
散
在
す
る
家

々
、

お
茶

の
産
地
の
山

坐
で
す

≡
私
達
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、

今
ま
で
和
東
町
教
育
委
員
会

の
要
請

に
応
え
二
重
県
の
伊
勢
鳥
羽
、

京
都
府
舞

鶴
等
と
、

キ

ャ
ン
プ
＆
フ
ィ
シ
ン
グ
の
催

し
に
参
加
し
野
外
活
動
の
講
師
を
勤
め
て

来
ま
し
た
．

今
年
は
紀

伊
長
島

へ
の

企
画
を
し
、

八
月
十
八
日

は
事
前
講
習

会
、

同
月
二

十
六
日
、

二

十
七
日
は
紀

伊
長
島
城
ノ

浜
で
キ
ャ
ン

ブ
、

釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
こ

親
子
の
絆

を
深
め
、

豊
か
な
感
性
を
育
む
家
庭
環
境

作
り
を
支
援
し
ま
し
た
．

参
加
者
は
三
十

名
で
教
育
委
員
会
教
名
と
釣
リ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
四
名

一山
田
、

続
木
、

中
田
、

吉
川
）
で
行

い
ま
し
た
．

⌒縦
缶
者
　
士
口
川
社
久
雄
）

「
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
ひ
ろ
し
ま
」
か
ら
、

第
１８
号
会
報
が
届

い
て
い
ま
す
。

広
島
市
民
第
１２
回

「親
子
ハ
ゼ
釣
り

大
会
」
で
は
、

主
催
団
体
と
し
て
第
１２

回
広
島
市
民
親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会
実
行

委
員
会
、

広
島
県
磯
釣
技
術
振
興
会
と

と
も
に
広
島
県
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
連
絡
機
構
と
し
て
、

実
行
副
委
員
長

に
３
名
、

実
行
委
員
と
し
て

「
Ｊ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
広
島
内
水
面
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

１
４
名
と
海
面
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

‐
２‐
名
が
参
加
協
力
。

小

。
中
学
生
と

成
人
保
護
者
の
ベ
ア
の
申
込
を
受
付
、

６６
組
１
５
０
名
近
く
の
参
加
者
が
あ
り

盛
大
に
平
成
１２
年
「
月
３
日

（禁
日
）

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、

市
長

賞

・
デ
ィ
リ
ー
賞
を
含
め
、

５０
名
の
参

加
者
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
品
が
渡
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、

本
部
事

務
局
に
置
い
て
お
き
ま
す
の
で
お
読
み

下
さ
い
ま
た
、

私
達
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
お
お
さ

か
も
、

今
後
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
を
計
画

・
実
施
し
て
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。広島市民

八幡
フィ
ツチプグ教二縄ン

八
幡

市

教

育

委

］貝
△
下
工
槻
‐卜
で
、

七

月

二
十

二

口

釣
り

の
マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
を
学
習
し
て
、

自
然
保
護

の
意
識
向
上
を
目
的
に
親
子
釣

り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
≡

あ
わ
せ
て
、

障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
の
豊
か
な
学
校
外

活
動
の
推
進
と
し
て
実
施
さ
れ
た

「釣
り
」

に
も
協
力
し
ま
し
た

ｔ
参
加
者
数
は
、

親

子
釣
り
教
室
は
三
十
名
、

校
外
活
動
参
加

者
二
十
名
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
五
名
、

教

育
委
員
会
十
名
、

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
十
四
名
、

そ
の
他
、

枚
方
渚
下
水
処
理

場
、

財
団
法
人
日
本
釣
振
興
会
、

株
式
会

社

マ
ル
キ

ュ
ー
の
協
力
で
行

い
ま
し
た
。

当

日
は
好

天

に
恵
ま
れ
、

池
畔
は
多
数

の
参
加
で
大
娠
わ

い
。

名
物

の
サ
イ
ル
ビ

ラ
キ
ャ
、

鯉

の
大
物
に
釣
り
件
が
曲
が
る

た
び
に
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
．

特

に
、

障
害
者
と
健
常
者
と
の
共
生
は
意
義

の
あ
る
こ
と
で
し
た
．

⌒報
告
者
　
上
口
川
畿
久
雄
）
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1開E敏
「
釣
り
場
を
き
れ

い
に
、

自
然
を
大
切

に
し
よ
う
」
。

こ
の
言
葉
は
釣
り
人
の
間

で
交
わ
さ
れ
て
、

も
う
ど
の
位
た

つ
の
だ

ろ
う
か
。

お
互

い
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
、

も

っ
と
き
れ

い
に

一
人

一
人
が
気
を
付
け

な
あ
か
ん
な
あ
と
言
う
ば
か
り
．

今

の
釣

り
人
は
皆
自
然
を
守
る
、

こ
れ
以
上
汚
し

て
は
な
ら
な

い
と
、

個
人
の
意
識
レ
ベ
ル

は
非
常
に
高
く
な

っ
て
い
る
と
思
う
３
自

分
で
持
ち
込
ん
だ
ゴ
ミ
等
は
自
分

の
手

で

後
始
末
を
す
る
。

こ
れ
は
当
り
前
の
話
し

で
あ
る
。
し
か
し
我
々
の
釣
り
場
の
現
状

を
見
回
す
と
ど
う
だ
ろ
う
。

今
だ
美
し
く

な

っ
た
と
は
言
え
な

い
の
が
現
状
だ
≡

何

か
足
り
な

い
の
で
は
な

い
か
、

そ
う
思
え

て
仕
方
が
な

い
。

あ
る
釣
り
場
を
見
て
回

っ
た
時

に
感
じ
た
事
だ
が
、

釣
り
人
が
整

然
と
台
を
並

べ
、

お
互

い
に
マ
ナ
ー
良
く

釣

っ
て
お
ら
れ
る
、

楽
し
そ
う
な
光
景
を

目
に
し
た
。

天
気
も
良
く
、

の
ど
か
な

一

日
を
釣
り
に
没
頭
し
て

い
る
．

や
が
て

一

人
二
人
と
帰
路
に
つ
く
．

眺
め
て
い
る
と

自
分

の
ゴ

ミ
は
自
分

の
手
で
持
ち
か
え
る
．

当
り
前

の
行
為

が
ご

く
普
通

に
行
な
わ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
≡

良

い
こ
と
だ
と
誰
し

も

思
う
．
し
か
し
、

釣
り
場
は

一
向

に
美

し

い
レ
れ
生
雷
え
な

い

ま
ま
．

な
ぜ
？
　
クて

れ
は
釣
―ナ
人
以
外

の

人
達

の
ゴ

ミ
や
、

上

流
域

か
ら
流
れ
ス
π

だ
ゴ
ミ
等
が
後
を
断
た
な

い
か
ら
で
あ
る
！

そ
こ
で
我

々
釣
り
人
は
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
事
が
あ
る
と
思
う
，

そ
れ
は
白

分
の
ゴ
ミ
を
当
り
前

に
処
分
す
る
だ
け
で

な
く
、

自
分

の
身

の
回
り

の
日
に
付

い
た

ゴ
ミ
生ヽ
す
を

一
つ
で
よ
主
一
つ
で
も
よ

い
か
ら

持
ち
帰
る
か
、

処
分

（焼
却

一
等
を
出
来

る
の
な
ら
や
る
習
慣
を
意
識
す
れ
ば
良

い

の
で
は
と
思
う
．
ま
た
、

決
し
て
こ
の
事

が
す
ぐ
に
効
果
を
発
揮
す
る
と
は
考
え
づ

ら

い
が
、

中

に
は
以
前
よ
リ
ク
ラ
ブ
や
グ

ル
ー
プ
、

団
体
等
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
≡
し
か
し
我

々
釣

り
人
、　

一
人

一
人
に
な

っ
て
し
ま
え
ば
、

な
か
な
か
良

い
と
分
か

つ
て
い
る
事

で
も

行
動
に
結
び
付
か
な

い
の
で
は
な

い
か
≡

一
人
の
時
こ
そ
、

釣
り
場
を
き
れ

い
に
白

然
を
大
切
に
、

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
実

行
し
た

い
も

の
で
す
。
ま
た
、

他
の
人
遥

に
そ
れ
と
な
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
事
も
大
切

な
事

で
す
３

ひ
よ
つ
と
す
る
と
、

釣
―サ
人

以
外

の
人
達
も
、

後
を
継

い
で
日
然
を
大

饒ヽ `十

切
に
す
る
仲
間
が
増
え
る
か
も
し
れ
な

い

の
だ
か
ら
　
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
の
ゴ
ミ

は
ど
こ
か
ら
流
れ
て
来
る
の
か
？

こ
ん
な
文
は

い
ま
さ
ら
記
設
す
る
事
で

も
な
く
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん

は
誰
も
が
実
行
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
事

だ
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
た

っ
て
も
、

変
化

の
な

い
事
は
継
続
方
法
を
考
え
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
．

釣
り
を
取
り
巻
く
環
境
は

多
く

の
問
題
を
抱
え
て
大
変
で
す
が
、　

一

人

一
人
が
心
し
て
取
り
組
み
た

い
で
す
ね
、、

９

む

ｅ

＄

ｅ

●

ｃ

ｅ

８

ｏ

Ｏ

ｅ

ｃ

ｅ

む

ｏ

ｏ

Ｏ

●

ゆ

人
事
報
告

大
阪
府
内
水
面
魚
場
管
理
委
員
会

委
員
交
代
に
つ
い
て

北
村
龍
雄
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、

中

出
隆
文
氏

（大
阪
府
釣
り
団
体
協
議
会
理
事

・

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
理
事
）
が
、

第
１
６
期
大

阪
府
水
面
魚
場
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
、

平
成
１
２
年
１
２
月
１
日
付
け
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

（Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
お
お
さ
か
広
報
部
　
物
部
）

全関西磯釣連盟のこ厚意で、本部に設置

されているコンピュータが使用出来るよ

うになりました。特に皆様わ`らの 「メー

ル」をお待ちしています。アドレスは

zenkan④ d9.dionane.jp

です。システムの都合で返信が出来ない

のは残念ですが、皆様のこ意見を寄せて

いただくのには問題がありません。今後

会報にも 「メールコーナ」などを設ける

のも楽しいかと考えています。

一中一串中中一中中中中一一一キ中中喜革、宮こ寝≡，Ｘ，・Ｆヤ・ヽ皆・車

『時中．ジ．ャ中申”い却われるが仕事の車

都
合
で
い
け
ず
残
念
　
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
新

一

春
懇
談
会
、

大
い
に
懇
談
．
２
月
に
な
っ
て
、

国
舎
の
屋
根
雪
下
ろ
し
を
３
月
、

大
和
川
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
　
浜
流

釣
り
京
都
府
山
奥
の
廃
村

へ
行
く

！
４
月
、

大
阪
市
福
島
区
区
民
セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ

大
阪
平
成
１２
年
度
定
時
総
会
，

今
年
も
頑
張

ら
な
い
と
と
気
分

一
新
４
５
月
待
望
の
鮎
解

禁
．

有
田
川
に
行
く
が
う
ま
い
汁
は
飲
め
ず
…

上
桂
川
に
行

っ
て
も
土
産
程
度
　
で
も
大
き

め
、

塩
焼
き
に
し
て
う
ま
か
っ
た

．
６
月
に

な
る
と
、

広
報
誌
Ｖ
Ｏ
Ｌ
６
発
行
準
備
、

だ

が
手
に
付
か
な
い
．

心
は
有
田
川
か
上
桂
川

夏７
月
、

広
報
誌
Ｖ
Ｏ
Ｌ
６
待
望
の
発
行

！

鮎
７
月
中
頃
、

有
田
川
ダ
ム
上
流
で
良

い
思

い
、

自
分
で
も
ビ

ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
順
調

．

し
か
し
、
８
月
に
な
る
と
大
雨
で
ま
っ
た
く

ダ
メ
．

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
会
開
催
、

９
月
末
に
な
る
と
有
田
川

「
コ
回
ガ
シ
」
の

人
は
大
釣
り
≡

友
釣
り
朝
か
ら
方
ン
バ
ッ
テ

フ
匹
残
念

，
来
年
か
ら
コ
ロ
ガ
シ
に
変
更
か

秋１０
月
だ
と

い
う
の
に
山
は
な
か
な
か
紅
葉

と
な
ら
な
い
ｉ

大
阪
府
フ
ァ
ミ
リ
ー
釣
り
大

会
開
催

！
「
月
、

友
人
か
ら

「
は
ま
ち
釣
り
」

の
誘

い
、

で
も
私
は
坊
主

．
こ
と
し
は
や
っ

ぱ
リ
ダ
メ
、

来
年
に
か
け
よ
う

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

今
回
の
広
報
誌
Ｖ
０
７
号
に
は
、

広
島
県

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
連
絡
機
構
の
、

活

躍
状
況
を
写
真
で
紹
介

い
た
し
ま
し
た
　
実

物
は
事
務
局
で
保
管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

読
ま
れ
る
方
は
連
絡
下
さ
い

ま
た
、

多
く
の
人
達
か
ら
原
稿
の
協
力
が

あ
り
、

広
報
担
当
と
し
て
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
、

今
後
も
皆
様
の
投
稿

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（広
報
部
　
物
部
胤
三
）


